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発表演題名 東海・北陸における食中毒発生状況と腸管系病原細菌検出状況 

発表学会名 平成 30 年度地方衛生研究所全国協議会東海・北陸支部微生物部会 

発表者名 東方 美保（保健衛生部） 

開催場所 アオッサ（福井県福井市） 

発表日時 平成 31 年 3 月 7 日（木） 

発表内容 東海・北陸における食中毒発生状況について、厚生労働省食中毒統計調

査の平成 30 年（2018 年）食中毒発生事例（速報：平成 31 年 2 月 1 日まで

に厚生労働省に報告のあった事例）等のデータを基にとりまとめた。病因

物質別事件数(全 112 件)では、アニサキスが 53件(47％)、ノロウイルスが

23 件(21％)、カンピロバクター・ジェジュニ／コリが 10 件(9％)、腸管出

血性大腸菌（VT産生）が 6件(5％)、ウェルシュ菌が 5件(4％)等であった。

それに対し病因物質別患者数(全 1,359 名)では、ノロウイルスが 653 名

(48％)、ウェルシュ菌が 229 名(17％) 、その他の病原大腸菌が 166 名

(12％)、カンピロバクター・ジェジュニ／コリが 83 名(6％)等となり、事

例あたりの患者数が多いウェルシュ菌やノロウイルスの占める割合が高く

なった。全国的にも同様の傾向であるが、東海・北陸の特徴としては、ア

ニサキスの割合がやや高くカンピロバクター・ジェジュニ／コリの割合が

低かった。また直近 5年間の食中毒発生状況推移からも、2018 年の東海・

北陸におけるアニサキスの事件数の多さが際立った。 

腸管系病原細菌検出状況については、東海・北陸の地方衛生研究所から

事前提出いただいた要旨および配布資料のデータを集計したところ、三類

感染症関連菌株計 344 株のうち、腸管出血性大腸菌が 324 株を占め、最も

多かった O157 は 172 株と半数に及んだ。また、過去 4年間検出のなかった

パラチフス A菌が、2018 年には複数の自治体から計 5株報告された。 

 


